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囚難を忘れずに 一奨学金授与式よリー

青葉奨学会の2000年度第 1期奨学金授与式が1月 23日 、ホーチ ミン市1区の友

好会館で行われ、市内の全奨学生512名 に手渡 されました。今年度は全国各地

の子供たち10∞名以上に奨学金が支給されます。奨学金支給地域は郊外の各郡

や僻地の村々、全国の各省へ広が りました。

開催にあたり青葉奨学会代表のグエン・ ドク・ホゥエ氏は概略次のようにあ

いさつを述べました。

青葉奨学会が設立されてもう8年が経 年度、数回に分けて支給される奨学金は
ちました。当初の「兄弟奨学会 |から換 私の友人たちから広がった方々からの贈

算しますと当奨学会は28歳にな ります。 り物です。この方々は、ベ トナムの国・

この20al年度、私どもは1000名 を越える ベ トナムの民族を愛してくださっていま
子供たちに奨学金を支給します。    す。将来ベ トナムの国民が衣食住に満ち

奨学金支給やその他の活動は、全国各 足りて幸せに暮らし、ベ トナムの国が世
地に広がりました。北部はハノイ、ナム 界の国々に負けないよう発展することを
ディン、中部はフエ、クアンナム、ダナ 信じてくださっています。そして、ベ ト
ン、クアンガイ、南部はロンアン、テ ィ ナムの若い世代、とりわけ青葉奨学生と
エンヤーン、ベンチェー、カントー、力 して選ばれた優秀な学生たちに、この信
―マウです。             頼をおいてくださっています。

私どもが今日のように発展できたのは  私たちを産んでくれたお父さんお母さ

当奨学会の趣旨や活動内容を正当と認め んは、苦労して私たちを育て、教え諭し

信頼してくださった皆様のおかげです。 養ってくれました。お父さんお母さんは
この場をお借 りして、奨学金を援助して 私たちを一番愛 してくれている人です。
くださった里親の皆様、貴重な手助けを ですから皆さんもお父さんお母さんを愛
いただいた市内奨学会・各機関の皆様に し、二人が喜ぶように勉強し、きちんと

改めて心よりお礼申しあげます。    生活しなければなりません。そして、皆
奨学金を受けている皆さん、この2000 さんがお爺さんお婆さんになっても、両
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親の恩を忘れず、一生両親を敬愛
して生

きてゆかねばなりません。将来のため
に

いまはしつかり勉強し、もっとがんば
つ

てたくさんの知識を身につけ、自分の可

能性を磨きましよう。

皆さんの周りには、まだ生活に苦労し

衣食住に満ち足りていない人たちがたく

さんいます。中部の学生たちは昨年の台

風で家をなくし、本やノー トもなけれ
ば

机や椅子もありません。皆さんの同胞
は

まだまだ苦労しているのです。

また、常に自分の家族のことを忘れな

いでください。この社会、自分の国のこ

とを忘れないてください。そして、すば

らしい国を造 り、世界の国々に追い
つき

幸せに暮らすために自分の力を出し切り

ましょう。皆さんは両親に育ててもら
い

先生方に学び、社会に育てられ、国
に養

ってもらい、里親の方々に助けてもらっ

ています。皆さんはこの方々のことを決

して忘れないで下さい。そして皆さんの

力を社会に集約することで思返しをしま

しょう。

最後になりましたが、ベ トナムの子供

たちにくださつた里親の方々の貴重なお

心に、そして私どもの活動を励まし後押

しして下さった皆様方に、もう一度心よ

り感謝申しあげます。

元青葉奨学生のことば 技術大学情報工業科講師 ホー・バン
・クアン

以前皆さんと同じように奨学金をいた

だぃていた者として、ここに招待してい

ただき大変光栄に存じます。まず、校長

先生と青葉奨学会の皆様、そして里親
の

皆様に心よりお礼申しあげます。

皆様は、まだ学校へ通っていた私に何

年もの間、勉強する機会を与え、心を尽

くして奨学金を援助してくださった上に、

あとに続く若い世代にも引き続き支援し

てくださつています。

実際、いまになって自分の受け取って

いた奨学金がどれほど貴重なものだった

か感じることができました。私はようや

く自分の成長の過程や自分が為し得た学

習結果において、この奨学金の意味を理

解したのです。

学生の皆さん、自信をもって自分を磨

けばきっと夢を勝ち取ることができます。

しかし、大きな成功を手にしようと思え

ば “鉄"のような精神で切磋琢磨しなけ

ればなりません。固い意志と忍耐力をも

って聡明な知能と思考力・想像力を作り

上げていつてくださいoそ うすれば困難

や障害を乗 り粧えられるでしょう。

本 日申しあげたことは、私が学生だっ

たころから知っていたわけではありませ

ん。学生時代の苦労を乗り越えたあとで

自分が学んだことをまとめただけです。

だからこそ、皆さんが学習面と生活面で

よりよい成果をあげることを願い、自分

の経験をお話しいたしました。

最後に、青葉奨学会の皆様、里親の皆

様、学生の皆さんのご健康とご成功をお

祈 り申しあげます。そして、学生の皆さ

んが、この先私たちの社会と国の発展に

貢献することを願っております。
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「 タオダン支援」から「緊急支援」に

1997年9月 にそれまで支援していたイ

ギ リスの Save he Child口 lか らの支援が

中止され、活動存続の危機にあったタオ

ダンヘのご支援を皆さまに呼びかけまし

た。その後、1999年末までの皆様からの

ご支援は総額413万 1352円 に達 し、その

中から1998年と1999年 の2年間各100万 円

を支援しました。

彼らの地道な活動に Save the Children

も支援を再開し、ベ トナム内外から多 く

の支援が集まっています。私たち子供基

金の支援がきっかけになって、昨年、

NIK「新アジア紀行」で取 り上げられ
たこともあり、日本からも多くの支援を

受けることもできました。現在は活動を

維持拡大するための預金もできるように

なりました。そして、より専門的な活動

をするため、今年2月 には専従スタッフ

の内3人がフィリピンで15日 間の研修を

髭けることもできました。

そのため、ベ トナム子供基金はタオダ

ンの「活動維持のための緊急支援」とい

う当初の目的を達成したと考え、今年度

はひとまず支援を中止することにいたし

ました。そして、より緊急に支援を必要

とする他の施設の子供たちを支援するた

めに、お送 りいただいた基金を使うこと

をご了承いただきたく存じます。

2000年度はまず、ホーチミン市7区に

ある孤児院「 ロンホア」にお米代を支援

することになりました。

この孤児院は、ロンホア寺 (1902年建

立 )のお坊さんたちにより1995年 に始め

られました。現在5歳～16歳の孤児の男

子110人が生活し、教育を受けています。

ロンホア寺から小学校に通う子どもたろ

お寺の信者たちのお布施や一般の寄付

によって運営されていますが、今年は昨

年秋に発生した中部の大洪水の影響で寄

付が減 り、子供たちの食べる “米"が不
足している状態です。

米は 1日 60kg必要だということです。

米は普通lkg=4000ド ン (約31円 )ほ ど

ですが、安く提供 してくれるところがあ

り、lkg=2800ド ン (約22円 )で買って

います。1か月分は約4万円になります。

3か月分の12万 円を青葉奨学会とグエン

・ ドク・ホゥエさんを通 じて、2000年 3

月10日 に支援いたしました。

なお、これまで「ベ トナム子供基金

タオダン支援」として募金しておりまし

たが、今後は支援対象をもっと広げると

いう意味で「ベ トナム子供基金 緊急支
援」に名称を変更 し、緊急に支援を必要

としているペ トナムの子供たちへの支援

に使わせていただきたいと思います。今

後ともご協力よろしくお願い申し上げま

す。
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里子から里親への手紙

K0034
サイゴン、2000年 4月 2日

モ リモ ト タカコ様 !

勉強が忙しかったので、長い問お手紙を書きませんでした。本当
にごめんな

さい。きょう、青葉奨学会の事務所へ行 くのでこの手紙 を書き、青葉奨学会
の

皆様にモ リモ ト様に届けて くださるようお願いします。

まず、モ リモ ト様のご家族、とりわけモ リモ ト様のご健康をおたず
ねさせて

ください。わたしは相変わ らず元気で、 どの科 目も一生懸命勉強して
います。

先月、わたしは「優」を取ることができましたが、化学の点数はま
だ低かった

です。わたしは期末試験ではこの科 目ももっといい点数をとれるよう
に、 もっ

とがんば ります。

この 6月 、わたしは卒業試験 を受けます。これは中学校最後の学年のわたし

たちにとって、とても重要な試験です。わたしはこの試験を6科 目受けなけれ

ばなりません。学校の先生方が「今回の試験はとても難 しく、優秀な高校
に入

れる学生はとても少ないだろう」とおつしゃるのを聞きました。わたしは
この

試験に立ち向かわなければならないのがとても怖いです。でも、だから
といつ

て落ち込むのではな く、がんばってこれ らの試練 をす
べて乗 り越えます。

わたしの住んでいる町は、今 とても暑 く乾燥 していますが、突然雨が降 り出

したりします。 日本では今は何の季節なのですか、モ リモ ト様 ?

学校での勉強はとても楽しいです。わたしたちは毎 日5コ マ勉強します。月

曜 日は特別に授業の前にクラス活動の時間があ ります。特にこの 日、女子学生

たちはベ トナムの伝統の服であるアオザイを着なければな りません。これを着

るととてもかわいいのですが、まだあまり慣れていないのでとても苦 しく感 じ

ます。

午後は、学校は強制はしませんが、わたしは月曜 日と水曜 日に数学の補習を

受けています。家か ら補習の先生の家までとても遠 く、わたしは友連と一緒
に

通っています。遠いですが、補習を受けはじめてか ら、数学はかな り進歩 しま

した。練習問題 もいつもいい点を取 ることができます。

わたしには 3人の親友がいます。いつもわたしたちは学校の休み時間におし

ゃべ りをします。そして時々遊びに行った りもします。

また、家では暇なときや、年後や夕方、掃除や洗濯など家の手伝いをしたり

します。母は、物売 りか ら帰ってくるととても疲れているので、わたしは
この

ような仕事をしたりするのです。時々料理を作ったり、物売 りに出かけて母を

助けたりもしています。夜、もし宿題がなければ近所にいる友達のと
ころに遊

びに行きます。
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わたしが一番好きなのは 日曜 日です。学校へ行 くために早起きしなくてもい

いし、 この 日は母にいつもよりゆっくりさせてもらえるか らです。

モ リモ ト様にお話ししたいことがまだたくさんありますが、 ここで終わ らせ

ていただきます。また次のお手紙でお会いしましょう。また近いうちにお手紙

を書きますね。そしてわたしの生活についてもっとお問かせします。最後に、

モ リモ ト様とご家族のご幸運とご健康を謹んでお祈 りいたします。

モ リモ ト様の子 ども :Vu hanh Quynh

(ブー・タィン・クィン )

◇

KO-137

ホーチ ミン市、2000年 1月 20日

ミナ ト キヨエ様
ミナ ト様からお手紙をいただいて、わたしは本当に感動 しました。今年、わ

たしは12歳 で、 6年生 (中学 1年生 )、 専門クラス入学に選ばれました。わた

しは英語を専門に勉強していて、今のところなんとかやっています。

今はまだ無理ですが、 この先 ミナ ト様がいらしたときに直接お話ができるよ

うに、がんばって 日本語 も勉強するつもりです。わたしが住んでいるところは

タンソンニャット空港の近 くなので、 とても人が多 くにぎやかです。わたしは

近いうちにミナ ト様がこのすばらしいベ

トナムを訪れてくださり、慈悲深 くもて

なし好きのベ トナムの人たちにお会いく

ださることを願っています。

勉強時間以外、母がわたしを養うため

に時間と健康を保てるよう、わたしは

家族の細々とした仕事をして母を助けま

す。わたしは、 ミナ ト様と母の期待を裏

切らないことをお約束します。

今 日から、どうぞわたしがミナ ト様を

お母さん一―わたしをたくさん励まして

くださり、助けてくださった、わたしの

心のお母さん――とお呼びすることをお

許しください。わたしは心の中にいつで

もミナ ト様のお姿を刻んでいます。ミナ

ト様のご健康を謹んでお祈 りいたします。

ミナ ト様の子ども :h Khanh Nhac

(ホー・カィン・ニャク )

◇◇

す
Ｌ

）
バ

ヽ

れ 蜘 房厖賜 臨 d、

町繊ウ第彎 瘍駒 物

iSと塾二ri寸惚【,1:||∬ i、、
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青葉奨学会情報

青葉奨学会は ドンズー学校の仲間たちの援助

によつて組織 された団体です。青葉奨学会

は、自らの奨学活動に於いて数々σ)実績を残

してきましたと主な活動資金源は、温かいお

心を持つた日本の皆様と国を愛する越僑の皆

様からです。現在日本には東京、北陸、沖縄

に二つの協力団体があり、その外には越僑σ)

皆様やベ トナムで働いていらつしやる日本人

ブ)皆様からも奨学金をいただいています。特

に二人の旧青葉奨学生 (Le LlrtJng Giangと

HS Vin Quan)か らσ)奨学金は、来年度 t)継

続されるでしょう。彼らは、共に困難な日々

を暮らした青葉ファミリーを忘れず、自ら里

親になつてくれたのです。

199年
8月 22日 をもって、青葉奨学会 tま来年度

奨学金受給申請書の配布を終え、9月 6日 から9

月30日 まで書類を受け付けます。

奨学金数が大幅には増えないため、新 しい学

生たちに2000年度奨学金受給のチャンスを与

えるために青葉奨学会では、やむを得ず 12年

生 (高校3年生)を卒業 した学生たちへσ)奨学
金支給を制限 し、その分を地方の田舎に住む

学生やより生活の困難な学生に支給する予定

です。特例として、優秀な成績で大学に合格

した学生、社会活動に熱心な学生、青葉奨学

会の活動に積極的に参加 している学生は引き

続き奨学金支給審査の対象になります

G00D NEWS

今年度、8人σ)青葉奨学生が大学や高等大学校

(3年制)を卒業 しましたI青葉ブァミリー
は、また新たに社会に有益な国民を送 り出 し

たことになりますf皆 さんが少 しで |)早 く安
定 した仕事を見つけ、青葉ファミリーを覚え

ていてくれることを願っています

主た、何人かの青葉奨学生はLlrong Thざ vinh

賞や Le Quy D6n賞を獲りました こυ)喜びを
みんなで分け合いましょう′私達は、皆さノψ

からの良いニュースを聞けることを待ち望/し

でいます 賞を獲ったらぜひ青葉奨学会に打I
らせて下さい

1999年度も、青葉奨学会は引き続き学生そ

を目的に日本へ学生を派遣 します 今回はホ
ーチ ミン市内Minh D,c中 学校8年 生 (中 ■ 3

年)B� i Ngoc Thanh Thaoで す 彼女げ)田 舎lk
Cttn GiS郡 の奥深くの困難にあら、れたDuv`n

Hhiで 、彼女は単身でホーチミン市に上京 し
‐
ご

きましたが、がんばって勉強に励み数年間に

わたり「非常に優秀な生徒」という成績をと

り続けていますt今年 も日本航空様からの援
助と沖縄の里親の皆様からのご招待をいたた

くことができ、この勉強熱心な彼女を精神的

に励まし後押 しして下さいました′青葉奨■

会は、里親の皆さんとの交流や沖縄県琉球大

学付属中学校での学生交流のためThAoさ ノしを

99年 9月 27日 から10月 4日 まで日本へ派遣する

ことを決定しました′彼女は現在沖縄にい主

す こσ)派遣が成功 し、今後も青葉奨学生を
里親の皆さん 。日本の学生の皆さ/レ とt/9交 ,イこ

がより広がることを願つています
`

99年 8月 15日 、里親のイ トウ様はご支援下さつ

ているDban Thanh Vj(NK-089)に カン トー市

まで会いに行つて下さいましたィ また、9月 2
日にはイイダ様が三度 目のご訪越、NguySn

Thttnh Trlrc(KO■ 89),Ding Pham Y Nhi(KO―

141),Bも i Thi Thも y Dung(KO-135)の 3人を訪れ

て下さいました。

青葉新聞第4号で、青葉奨学会とTuSi T『ё新聞

社を通 して北陸ベ トナム友好協会様が Ch
Chitt Nh」 an D脆村に中学校建設の寄付をし

てく下さつたことをお知らせ しました 同時
に私達青葉奨学会は、この学校の教室に黒板

(1.2耐 X24m)を 20枚 とサッカーボールやバ ド
ミン トンなどのスポーツ用品を贈呈 しFkし

苦しく、一切れの食べ物ゃ着る物をいつも心配し五を急茂管夫凛生旦Я換跳素蒸存究悪|
学校入通う楽:しさ1ま手に差かな↓ヽょケな子供
たち。 |
里親様の中には体に障害をもらた方やも
う退職なさつた方もいらつしゃるのを知って

酪た熟嬉騒認穂岳私尋晉塞信置雰輩比再紫1唇

与葺:三禁号を
'ビ

ミ:鼻]:lヨヨ]薙現す
Υ「智■,P   拮基

-6-



た また、青葉奨学会の大学生たちは99年 10
月3日 に記念植樹に参加 し、この学校の学生た

れと交流を深めました 99年 1()月 18日 に開校
式が行われます、

人事異動ニュース

青葉奨学会は二人の新 しいスタッフを迎え入れ

kし た, Hけ nh Minh Hanhさ ん とNguyё n Thi
BIch Vanさ んです H4■ hさ んは青葉奨学会げ)副

代表として、Vanさ んは事務局の総書記として働

きFt~+ 99年 11月 から、 Anh Dio Phttc Longさ
んは別17D仕事に就き、Tran Thi Hδ ng Lienさ んが

青葉奨学会の会計責任者となります。

うよつと考えrラ

子どモ)充てに送 られてきた里親σ)写真を見て私
は感動せずにはいられなかった。車椅子に座っ

た60歳 ぐらいの一人の男性、この方がみんなの

里親でもあるのだ。子ども宛ての手紙を翻訳 し

て私はようや く尊敬すべきこの人の状況がいく

らか理解できた′交通事故のため両足を失つて

しまったがこσ)方はこの運命を諦めなかった

勉強を辞めず、仕事をし、現在この方は大学ヘ

通つている、そ してこσ)方は、困難にある子供

たちが勉■の道で夢を手に入れ られるよう援助
する、という唯―の意志を持って青葉奨学会に

参加して下さつた,

このように、皆さんの里親は決 して大金持げ)人

たちではないのです。年配の方も多く、一人暮

らしσ)方や体の不自由な方もいますぃ また、何
か有益なことをしたい、生活の楽 しいこと悲 し
いことを分け合 う素直な子 ども・孫を持てれ

ば、と願つている方々もいますてみんなの手紙

を受け取つて里親の方々はとても喜んで下さい

ます みんな 1/D手紙を読んで泣いて下さる方 t)
います。生活面で障害に遭つているみんなを励

まし慰めるために急いでペンを取って下さいま

す…それなのに、一年に一度 モ)里親様に手紙を

書かない子供たちがいます !皆 さん、援助を下
さつている方々がみんなの成長を楽 しみに し/th

がらみんなの手紙を待っているのを知っていま

すか ?

奨学Ω支給の様子を見會る父兄。

ホーチミン市内の子供たちは2ヶ月に一度の支給日

にドンズー日本語学校まで奨学金を受け取りに来る。

低学年の子供を連れて来た父兄は、支給の様子を教

室の外で見ながら待つている。

背葉新聞編集者 :

ω 傷幽 歳 戦 押 既 ∽

効 勢 れ ∽

ゆ 助 c7a・

奨学生の皆さん、里親の皆様、父兄げ)

皆様からのご意見ご感想をお待ちしてお りま:

J~,                                       :

ガ

}―  豚簾秘蓮

Nhuan Duc中学校校舎と黒板。

鰤
鰤
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1999年ベトナム子供基金会計報告

(期間 :1999年 1月～ 12月 )

(単位 :円 )

／
チ

≡Ｆ
Й
ツ
ア「Ч

／

０

(単位 :円 )
青葉奨学会基金収入の内訳

(単位 :円 )

収

入

青

葉

奨

学

会

基金 6,531,257

利息 1,748

収入計 6,囲 ,∞5

前年度繰越金 9,365,323

計 15,898,328

タ
　
オ
　
ダ

ン

基金 1,168,538

利 息 293

収入計 1,168,831

前年度繰越金 1,954,214

計 3,123,幡

合計 19,021,373

里親基金 一般基金 賛 助 金 合  計

参加者数 金  額 参加者数 金  額 参加者数 金  額 参加者数
金  額

1月 13 288,667 3 箭 ,000 4 50,3CX3 20 375,000

2月 6 108,667 6 70,000 %,793 16 205,460

3月 10 188,667 2 22,OCX〕 5 l18,333 17 C12X〕 ,000

4月 9 148,667 6 68,000 6 32,333 21 249,(XOК 〕

5月 6 128,667 2 2,alo 2 6.357 10 159,〔 現2″生

6月 7 88,667 2 22,()CX3 3 11,333 12 122,000

7月
ワ
‘
ワ
ｒ 1,649,267 19 226,OCXl 14 70,333 110 1,945,硼

8月 23 548,1:X:]VI` 5 58,000 4 2涯X3,CB6 32 閉 ,400

9月 14 288.334 2 2P4,0()() 3 15,明 19 327,400

10月 228,〔 X3解 生 3 52,CXXl 3 15,066 17 295,4CX〕

11月 28 003,334 4 ∞ ,000 4 22,435 36 750,769

12月 38 773,割 6 108,IXl 61,371 55 942,704

合計 塑 5,107,938 60 770,000 63 653,319 365 6.531,257
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タオダン基金収入の内訳    経費の内訳
(単位 :円 )

参加者数 金 額
1月 7 137,681

2月 1 5,000

3月 11 218,857

4月 2 25,000

5月 3 23,000

6月 2 13,000

7月 5 EX5,000

8月 3 30,000

9月 3 43,000

10月 1 40,000

11月 2 520,000

12月 8 57,000

合計 48 1,168,538

朗 年青葉奨学 計報告 (期間 :1999年 1月～呼 位 郎S

収

入

前期繰越金 3,234.57
支

出

奨学金 35,640.00

基金収入 38,010.38 管理費 4,194.73

収入計 41,244_95 支出計 39,834.73

次期繰越金 1,410.22

奨学生 :470名 (小学生102名、中学生191名、高校生162名、大学生5名 )

会計報告補足                                 
「

「青葉奨学会」の基金は、 (1)皆様の 地「青葉奨学会」代表のホゥ
エ氏をはじ  丼9歩

ご好意で運営しております「ベ トナム子 め現地スタッフの裁量で運用されており  |ゞ ィ〒

痒霧套!と早薯皇鍵撃基詣箔婁宣基1奈 
ま

をlがって、会計報告中の「管理費」二r

らの里親基金、 9)上記各団体経由また の中には本来の奨学金支給のための経費  ;∠せ)
は「青葉奨学会」に直接寄せられるその 以外に「青葉奨学会」として行なった各

他の方々 (現地ベ トナムを含む )か らの 種の事業の経費も応分の割合で含まれて

ご好意による一般基金、 (3)そ の他「青 おります。
葉奨学会」の趣旨に賛同された方々 (法  例えば、1999年度の場合、次の経費を
人を含む )か らの賛助金、から成り立っ 支出しております。
ております。 ・ 9月  北陸ベ トナム友好協会経 由で

また、その他に、例えば校舎建設など (財 )アイ 。社会文化推進事業団寄贈の

特定の目的のために拠出された基金 (寄 クチ県ニュアンドウック村の中学校の新

付金 )な どもあります。 築校舎に黒板 (2m× 4m)20枚、サ ッカ

以上の様な経緯で集められた基金は現 ―ボールなど運動用具を寄贈。
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(単位 :円

科 目 金 額

青

棄

奨

学

会

郵送費 147,210

印刷費 67,475

国際通信費 64,967

備品費 0

雑費 36,162

スタッフ活動費 ホーチミン事務局

東京事務局

573,918

872,920

計 1,762,652

タ

オ

ダ

ン

郵送費 304,650

印刷費 54,715

雑費 11,850

計 371,215

合  計 2,138,867



・9月  三重県の
ロータリークラブ

寄贈のタイニン省

のスイザイ中学校

の新築校舎に黒板

10枚寄贈。

以上2件の新築

校舎の建築資金は

「青棄奨学会」経

由で実施された事

当rす ^
。10月  校舎周辺
に火炎樹など186本を「青葉奨学会」の

大学生が植樹 (写真 )。

・12月  日本の新聞・TVな どでも報道
されたベ トナム中部の大洪水の際には

「青葉奨学会」の奨学金を受けている小

学生が、支給されている奨学金で購入し

た目分たちのノー トをより囚窮している

被災地の小学生のために17艶冊を拠出し

「青葉奨学会」も認85冊を拠出、あわせ

て5615冊を贈りました。

これ らの事業は「育葉奨学会」の判断

で行なわれるため日本の支援団体には事

後報告となっておりますが、内容として

は本来の趣旨に合致していると考えてお

ります。今後も同様な事業が行なわれる

と思いますが、ご理解とご支援をお願い

致します。

また、内容が分かり次第「ベ トナム子

供基金五信」でご報告いたします。

中部洪水粒 災者 を支援 一青華奨学会、小学生も協カー

1999年 11月 上旬、ベ トナム中部は集中豪雨に見舞われ大洪水が発生、フエ市

ではフォン川が氾濫し、3～ 5メ ー トルの浸水がありました。被害状況 (日 本国

外務省11月 17日 )は、中部6省 1市で死者532名、被災者約106万名、損壊家犀約

9800戸 、浸水家屋約47万戸という人的および物的に深刻なものでした。12月 に

は2回 目の水害が起こり、被害はさらに拡大しました。

ベ トナム中部では毎年、大雨や台風の被害を受けていますが、今回の大水害

は今世紀最大ともいわれています。

青葉奨学会は ドンズー日本語学校と協力して洪水被災者に対し救援活動を行

いました。

中部洪水被災者救援結果報告

鯉 :1999年10月 15日～11月 5日

・ ドンズー日本語学校の学生と教職 員か

らの募金額 :1050万 ドンとllls$

・ トイチェ新聞に中部被災者への送金を 結塁
依頼。

第2弾 :1999年11月 6日～11月 28日

・今回はお金を集めた後、ノー トを購入

し被災学生に贈早 (特別価格 1冊 1287

ドンで購入 )。

。青葉奨学会 :3885冊 (青葉奨学会管理

費の一部を使用 )

・青葉奨学会の奨学生 :1730m(奨学生・古着、ノー ト、ペンを集める (古着2

たちが自主的にノー トを購入し寄付 )袋分、古い教科書∞冊、ノー ト416m・、

・ ドンズー日本語学校学生教職員 :2611ペン112本、薬 )。

冊第3弾 :1999年12月 1日～12月 20日
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。ドンズー日本語学校出身の在日留学生

及び日本の友人 :l万1748m
・AOTS〈 (財 )海外技術者研修協会〉
:3885m
。ドンズー日本語学校は中部までの運送

費として500万 ドン支出。
。第2弾、第3弾の両支援によるノー トの

総数 :2万4275冊

○上記のノー ト、本、ペンは ドンズー日

本語学校の副校長、職員1名、学生2名

が被災地に運び、洪水被害に遭った学

生たちに直接手渡した。

O出発日 :1999年 12月 25日

○帰着 日 :1999年12月 31日

○贈呈先は次のとおり

クアンガイ

クアンナム

ダ ナ ン
フ    エ

ノート6000m

ノート6275冊・教科書・

古着 。ペン・薬

ノート6000冊

ノート6000m

べ 介ナムの疑
ベ ト ナ ム 子 供 基 金

駐ホーチ ミン市スタッフ

脇 平 裕 美

“エネルギ ッシュな街サイゴン"と いうようなタイ トルの映像を皆さんもも

うご覧になったかもしれない。おびただしい数のホンダ
バイクと、その積載限

度を確実に超えているであろう人と荷物。そしてみんなノー
ヘル。「 どうして ?」

「暑いか ら。」…納得。そしてみんな ミラー無 し。「 どうして ?」 「
ジャマだ

か ら。」・"確かに。

実際、朝夕の渋滞は筆舌に尽 くし難い。ラッシュと

いうものは何処の国でも大変なのだ。空いたスペース

をね らって少 しずつ進まなければ、 日の前に見えてい

る目的地までも10数分かかってしまう。ベ トナム人の

“譲 らない 。並ばない精神"は きっとこの交通量の中
で育まれたのだろう、 と排気ガスに息を止めなが ら一

人でうなず く。 (写真 :安全運転をうながすす看板を据

えつけている様子。ホーチミン市 )

そして日本が持ち込んだこの
と
すば らしい"乗 り物

のおかげで彼 らは一切歩かない。まさにD00R To D00R

で移動できるか らだ。 この弊害を知ってか知 らずか、

ベ トナム人は夜明け直後のまだ涼しい朝5時 ごろから公園や道で体操したリ
バ

ドミントンをしたりする。もちろんそこまでバイクで行 くのだが。

それにしても最近急激に信号が増えた。今まで信号のない交差点ではほとん

どスピー ドを緩めずお互い上手に避け合って縫針のようにすり抜けていたのに。

ぃちいち止まるのは本当に面倒 くさい。だが例の渋滞時にはこれが威力を発揮

する。なるほど、と信号の意味を再認識した。

このように交通量の多いサイゴンでは、コンタク ト着用そしてサングラス故

障中の私にとってほこりは大敵である。日にゴミが入るたびに路肩
に自転車を
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停めてひたすら泣 く。すると道端
のおいちゃん 。おばちやんが「 どないしたん

?

大丈夫か ?」 (←私にはこう聞こえる )と心配
そうに覗き込んでくれる。鳴呼、

人情の街サイゴン。この街では、
バイクで走行中でも見知 らぬ人によく話 し掛

ける。「暑いなぁ。」「ね ぇね ぇ、今何時
?」 に始まり、「 ウインカー付 きっ

ぱなしやで。」そして「 そのチャリン
コいくらしたん ?ど こで買ったん ?」 …

Ⅲ。

事故にな らないのを祈るばか りだ。

サイゴンの街を走ると、色々な匂いを感じ
ることができる。季節の果物の香

り、雨上が りの樹の匂い、お寺からは線香
、そしてもちろん排気ガスや汚染さ

れた川の臭いまで。どこから何が飛び出し
てくるか分か らないテ レビゲームの

ようなこの街を、 これだけ余裕を持って走
れるようになった自分にそろそろ乾

杯してあげたい。

ベ トナム子供基金会員募集

特定の「里子」に奨学金を

支給する「里親」になって

ぃただきます。

ベ トナム青葉奨学会か ら子

供の履歴表が届き、子供と

手紙のやり取 りができます。

会費納入は次のところに

お願いいたします。

日座名義はいずれも

「 ベ トナム子供基金」

郵便振替

o0140-1-70399

銀行振込

富士銀行駒込支店

建畢だ邑爾買≦法  1495745

里親基金

年額一口

20,000円

一般基金

年額一口

12,000円

子供たち全体の「 里親」と

いう関係を想定 しています。

子供基金通信によつて、会

の運営、子供たちの様子等

をお伝 えします。

賛助基金

一般基金に準じます。

金額、回数等、一切自由で

す。

「緊急支援」 (3ページを参照 )に ご協力く

ください。日座名義は「ベ トナム子供基金

獲る石こ笏罠お穿:00170-5-18054

銀行振込 :富士銀行駒込支店 普通預金 1602525

ださる方は下記にご送金

・緊急支援」です o


